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６ 

論
旨
を
捉
え
て 

 

  

 

説
得
力
の
あ
る
文
章
を
書
こ
う 

 
批
評
文
を
書
く 

     １ 

あ
な
た
は
、
「
説
得
力
の
あ
る
文
章
」
と
は
ど
う
い
う
文
章
だ
と
思
い
ま
す
か
。

次
の
四
角
に
書
き
出
し
ま
し
ょ
う
。 

  

     

こ
の
単
元
で
は
、
説
得
力
の
あ
る
批
評
文
を
書
く
学
習
を
行
い
ま
す
。
学
習
の
見
通

し
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
の
と
お
り
で
す
。 

 

① 

関
心
の
あ
る
事
柄
を
選
ぶ 

② 

観
点
を
立
て
て
分
析
す
る 

③ 

論
理
の
展
開
を
考
え
る 

④ 

下
書
き
を
し
て
文
章
に
ま
と
め
る 

 

三
年 

 

組 

名
前 

三
年
生 

国
語 

学
習
プ
リ
ン
ト 

 

対
象
を
評
価
し
な
が
ら
、自
分
の
考
え
を
広
げ
、深
め
る 

 

 

【
批
評
文
】 

対
象
と
な
る
事
柄
の
良
さ
や
特
性
、価
値
な
ど
に
つ
い
て
評
価
し
て

論
じ
た
文
章
。 

まとめ 
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２ 

今
回
の
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
観
点
を
立
て
て
分
析
す
る
」
で
す
。
例
え

ば
、
あ
る
映
画
に
つ
い
て
批
評
文
を
書
こ
う
と
し
た
場
合
、
そ
の
映
画
を
分
析

す
る
観
点
と
し
て
、
脚
本
や
出
演
者
、
映
像
、
使
用
さ
れ
た
音
楽
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
脚
本
に
つ
い
て
ど
う
な
の
か
、
出
演
者
に
つ
い
て
は
、
配
役
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
、
演
技
力
は
ど
う
で
あ
る
か
等
々
。
何
を
観
点
に
す
る
か
は
、
批
評

文
の
説
得
力
に
大
き
く
関
わ
り
ま
す
。
次
の
事
柄
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
観

点
が
考
え
ら
れ
る
か
、
書
き
出
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

最
近
人
気
の
あ
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン 

       

３ 

教
科
書
176

頁
か
ら
177

頁
に
は
、
「
２
関
心
の
あ
る
事
柄
を
選
ぼ
う
」
か
ら

「
５
下
書
き
を
し
て
文
章
に
ま
と
め
よ
う
」
ま
で
、
批
評
文
を
書
く
手
順
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
説
明
を
読
み
な
が
ら
、
自
分
で
選
ん
だ

事
柄
に
つ
い
て
批
評
文
を
ノ
ー
ト
に
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
、
次
の
四

角
に
あ
る
「
批
評
す
る
と
き
の
言
葉
」
を
是
非
使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

         

※
２
の
観
点
例 

 
 

 

作
品
の
テ
ー
マ 

 

登
場
人
物
（
キ
ャ
ラ
設
定
） 

 

主
題
歌 

 
 

 

声
優 

 

原
作
と
の
相
違 

 
 
 

 

 【
批
評
す
る
と
き
の
言
葉
】 

・
視
点 

 

・
価
値
観 

 

・
発
想 

 

・
背
景 

 

・
テ
ー
マ 

 

・
効
果 

 
 

・
根
拠 

 

・
意
義 

 

・
意
味
づ
け 

 

・
変
化 

 

・
転
換 

 

・
象
徴 

・
思
考 

 

・
構
造 
 

・
段
階 

 

・
イ
メ
ー
ジ 

 

・
共
感 

 

・
示
唆

し

さ 
 

・
固
定
観
念 

 

・
イ
ン
パ
ク
ト 

 

・
メ
ッ
セ
ー
ジ
性 

 

・
意
外
性 

・
時
代
性 

 

・
関
連
性 

 

・
必
要
性 

 

・
問
題
性 

  


